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対話を通じた地域交流のあり方 
―多世代交流をめざしたＫ地区における公民館活動を事例として― 
 
江藤 明美1 
 
要旨 
   今日、少子高齢化やグローバル化など、わが国を取り巻く諸情勢の急激な変化に伴い、
社会全体の環境が著しく変化している。それは教育の分野においても例外ではなく、今ま
で学校教育中心に進められてきた教育もその限界が問われるようになった。こうした教育
環境の変化の中で、社会教育の中核的な場としての、また住民の教育や交流の場としての
公民館の果たす役割がますます注目されてきているといえよう（1）。 
Ｋ地区はかつて農村地帯であったが、隣接地区に大手自動車会社が設立されたことによ
り、全国からの就労者のための住宅地としても有効活用されてきた。転居してきた住民た
ちは、文化の違いや土地特有の慣習に戸惑うこともあり、公民館は多くの住民が気軽に利
用できる地域の拠点施設とされていた。当時は、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与
することが主な役割として設置されており、日常生活圏密着型であった。  
こうした公民館は従来、行政主導型で運営されていたが、近年は、地域社会の実情に応
じた参画と協働の仕組みを形成することが必要となっている。つまり、住民らの意思に従
って地域運営する新たな仕組みづくりが求められ、そこでは行政との関係づくりが前提と
なる。Ｋ地区においても住民側が主体となり、行政側とのコミュニケーションを交わしな
がら、2002 年に「まちづくり委員会」が設置された経緯がある。 
本研究では、「まちづくり委員会」の組織に基づき、委員を代表とする地域住民が、対
話における実践を展開しながら、新たなまちづくりを目指す過程を考察する。  
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はじめに 
 本研究ではＳ市Ｋ地区における、中高年を中心とした公民館活動を取り上げ、地域住民
の主体的活動から立ち上がるボトムアップ型の対話的実践について、１.公民館におけるサ
ークル活動の現状、新規にサークルが発足した経緯、及び発足の契機、その後広がるコミ
ュニティの輪について、２.サークルでの文化活動を通した子ども達の学び合いのコミュニ
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻非常勤講師  
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ティについて、３.地域活性化における新たな対話的実践の意義を検討する。いずれの項目
も佐藤学における「学びの対話的実践」について先行研究を基に、多世代交流を目指した
公民館活動の意義と、今後の方向性を考察する。 
 
１．公民館におけるサークル活動 
筆者の住むＳ市Ｋ地区では、中高年を核とし、高齢者を交えた 11 のグループが公民館
のサークル活動を嗜んでいる。毎年、年度初めに各家庭への回覧板を通して勧誘を行って
いるものの、新規入会者はごくまれである。また、新設サークルの予定もなく、活動はマ
ンネリ化の傾向にあった。  
1.1．公民館サークル活動の新規発足と経緯 
Ｋ地区では、公民館サークル活動の新たな構想もなく現状維持のまま過ごしていた折、
「小学生の参加を中心とした絵画・造形サークル」の新設をＮ氏が要望した。Ｎ氏は幼少
期を振り返り、「田舎に生まれ、絵を習いたいと思っても習うところがなかった」と回顧
する。中学校の美術講師を経験後他県に嫁ぎ、その後も「子ども達に絵画・造形の醍醐味
を伝えたい」という夢を持ち続けていた。そして 2016 年、面識のない地域で、公民館で
のサークル活動開講に向けての準備を進めた。 
1.2.絵画.造形サークル教室発足の契機 
 N 氏は、「Ｋ地区以外のほとんどの地区では、サークル開講の受け入れを、『前例がない』
『曜日が合わない』などの理由で拒否され続けてきた。」と語った。 
Ｋ地区においては、公民館の職員が、「多世代交流のできる地域活性化に向けての構想
を形にしたい」とＮ氏からの要望を快諾し、11 軒の自治会会長宅への訪問に同行した。Ｎ
氏はある自治会会長から発信された、「Ｋ地区の文化レベルは高いから大丈夫」との言葉に
勇気づけられ、その言葉を今なお心の支えとして温存している。  
 その後も各町の組長の手で、Ｎ氏の自作による勧誘のチラシを回覧板に織り交ぜ、地域
住民への情報提供がなされた。またＫ地区で開催されるまちづくり委員会などの会合の機
会を利用し、主催者側が情報の拡散に尽力した。  
よって、地域住民の対話が人から人へつながり、2017 年度より絵画・造形サークル教室
「にじいろ」（以下「にじいろ」）が開講に至った。近隣の小学生 5 名からの出発だった。 
鈴鹿大学で行われた「学校や地域で子どもの学びを応援する人達の交流会」において 
「地域が学校にどうかかわっているか－アメリカの事例－」について基調講演した藤岡恭
子は、講演の冒頭で「一堂に会することの意義」を示し、「①多様な人々との出会い－接す
る機会のなかった人々との直接交流」が、「②未知の事実や活動との出会い－対話を通した
学び」に結びつくことを図で表している（２）。 
佐藤学は、「学びの対話的実践」において、3 つの「対話」の重要性を述べているが、そ
の中の一つとして、他者との対話を、仲間づくり・社会的実践と捉えている（３）。 
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対話の思想の学説史的な研究者であり、実践的な現場とかかわっている心理学者ヤー
コ・セイックラは、言語学者・文学者・哲学者のミハイル・バフチンのすぐれた業績を次
のように述べている。  
 
バフチンによれば、西洋文化における対話の生みの親ともいわれるプラトンは、学術書
を書こうとはしませんでした。彼の役割は、答えを見いだすことではなく、対話を通して
人々がその後の思考や行動を支える新しい生き方を見いだし、生み出すことでした。  
 
暉峻淑子は、セィックラの解釈として、「対話の思想は、対話的関係から始まって生き
方にいたる態度」だと表現し、次のように語っている。  
 
人と人との対話の中から得たものは、私たちの行為の核心となります。対話をすること
は、話し手がそこにいる相手とのやり取りの中で、応答の言葉を組み込みながら、自分の
周囲の社会という場と絶えずつながっていることです。その中から、新しい理解と発達が
生まれます（4）。  
 
つまりＮ氏は、今まで接する機会のなかった人々と直接交流することにより、新たな活
動の機会を獲得している。そこで出会った、公民館職員や自治会会長たちは、日頃の何気
ない対話によって自分が周囲の社会と絶えずつながっており、地域の実態を把握し、危機
感を共有していることから始まっている。その中から新しい理解と発達が生まれ、Ｎ氏と
の初めての出会いの中での対話が成立し、さらなる仲間づくりへと進展した。 
「Ｋ地区の文化レベルは高い」と語ったある自治会長の言葉を裏づける組織と、仲間関
係が、暗黙の了解で地域活性化につながるチャンスを得たことになる。  
 
1.3 広がるコミュニティの輪 
Ｋ地区では公民館サークル活動（以下文化部）の発表会を敬老会の余興を兼ねた披露と
して、５年前から位置付けてきた。しかし 2017 年度からは、「日頃の成果を、会員とすべ
ての地域住民が共に楽しむ会」として、手作りスタイルで行っている。そこに「にじいろ」
の展示による参加として小学生が加わり、漸進を試みたコミュニティが展開し始めた。  
   時代を反映して、囲碁や将棋の人気が高まり、小・中学生からも入会の問い合わせが出
始めている。６月に行われた文化部役員会（サークル活動代表者会議）ではその要望を受
け、文化部部長（役員会リーダー）から、「文化部発表会と並行して、囲碁・将棋体験コ
ーナーを設けてはどうか」との提案があった。続いて筆者も含めた役員たちからは、「囲
碁・将棋コーナーと合わせ、絵画・造形の体験コーナーもできるのではないか」との意見
が出された。中には賛成の気持ちを、うなずくことで表現した役員もいた。  
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   ７月末に行われた文化部会議では、文化部発表会の「自治会用回覧チラシ（案）」が公民
館職員から公表された。新設の 2 つの体験コーナーを加えた内容に「昨年との違いがよく
わかる」と役員一同評価した。   
 前述した藤岡恭子の提案による「一堂に会することの意義」の中で、「②未知の事実や活
動との出会いにより、新たな発見が生まれる」ことを定義づけている（5）。 
 佐藤学においては、対象世界との対話を、「世界作り・文化的実践」と捉えている（６）。 
 文化部発表会に向けて、公民館職員と役員が一堂に会することで、新たな提案が反映さ
れることになった。また、対象世界となるリニュアルした文化部発表会では、今までの文
化を多世代交流へ改善、進化していく文化的実践と言える。尚、役員相互のコミュニケー
ションについて、佐藤学は「聴き合う関係」という点で、以下のように語っている。  
 
コミュニケーションについて重要なことは、それが「話し合う関係」としてではなく「聴
き合う関係」として組織されていることである。学びはモノローグの交換においては成立
せず、ダイアローグの交換において成立するいとなみである。しかも「話し合い」は、通
常、モノローグの交換に終始するだけでなく、既知の事柄の交流に終始し、未知の事柄へ
の探究には向かっていない。学び思考し探求し合う教室は、聴き合う関係を基盤とする対
話的コミュニケ－ションによって実現している。 ～中略～  聴き合う関係は、相手を
立てて自分も立てる関係であり、一人ひとりを主人公にする関係である。民主主義におけ
る「聴くこと」の重要性を指摘したのも、デューイであった。デューイは「耳は参加を準
備する」と述べ、民主主義は目や口によって準備されるのではなく、耳によって準備され
ると主張していた。学校と教室に、一人残らず主人公となる民主主義の共同体を建設する
ためには、聴き合う関係をあらゆるコミュニケーションの基礎にしなければならない（７）。 
 
筆者は、「学び思考し探求し合う役員会は、聴き合う関係を基盤とする対話的コミュニ
ケーションで成立している」と置き換えた。各サークルの役員の半数は、前役員からの引
き継ぎのないまま、一年ごとの輪番制で指名されることがあり、行事内容を把握できてい
ない場合がある。ところが司会者は、そのことを頭に入れずに会を進行する時がある。勇
気をもって、「昨年の行事の内容については、まだ説明を受けていない」と発言した役員も
おり、司会者はその時初めて、「既に全員が理解できていると思い込んで進行していたこと」
に気づかされる。相手の立場を思いやる心と、「聴き合う関係」が成立するコミュニティの
間で、各自の「耳が参加を準備」し、一人残らず主人公となる会議が望まれる。  
 
２.文化活動を通した子ども達の学び合いのコミュニティ 
2.1「にじいろ」のひとこま 
筆者は７月半ばの土曜日、公民館職員より「にじいろ」のサークル活動が行われると伺
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い、公民館に出かけた。会員はすでに１０名に達しており、さらに一組の親子が体験に来
ている。第２、第４土曜日の午前中、２時間の活動であり、今回は「涼しいコラージュ」
というタイトルでうちわ作りを行っていた。うちわは１００円均一でＮ講師が調達してお
り、うちわに貼りつけるチラシ、雑誌の切り抜きなどは各家庭からの持ち寄りとなってい
る。 
 
 
                   
 
 
 
 
写真 1 製作中の子ども達 
 
 制作中は作品作りに集中していたが、出来上がるにつれ、見せ合いながら、「今日の天王
祭りに（神社へ）持って行って自慢してやる！」など、子ども同士の会話が弾み、地域内
ならではの帰宅後を想定した話題が共有できている。  
 さらに全員の作品が出来上がると、Ｎ講師の呼びかけで自分から手を上げ、「自分の作品
で気に入った所、頑張った所」を披露する。次に「友だちの作品で素敵だなと思った所」
を発表する。そこでは自己達成感、自尊感情の獲得、そして作品を通してお互いの良さを
認め合う、コミュニティグループの相互関係が生まれつつある。  
 Ｎ講師からの評価として、「この作品大人っぽいよね」「こっちの作品はキュート」「あっ
ちとこっちで世界が違う」など、お互いの良さを提供することが、他者理解の材料となっ
ている。 
            
  2.2 地域で育む文化の芽 
ここで触れる「絵画・造形サークル」は、地域を拠点とするところに意味がある。子ど
も達がうちわを制作した日は、神社の「天王祭り」の日であり、Ｋ地区の神社周辺に住む
子ども達の間から、その話題が広がっていた。小学校、公民館、神社は隣接し、子ども達
はその周辺に居住している。  
 そしてこの地域の自由な空間を環境とするこのサークルには，学習面の優劣で人を判断
し、 暗黙の了解でその人の価値を決めつけ、その力関係が影響するような仲間関係は見え
隠れしない。  
 立派な作品を作り上げる為の指導ではなく、「その作品を通して、その子の内面がどのよ
うに表現できるのか」その作品を子ども達が、物語として展開しながら構成していく過程
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を最も大切にしている。最終的には作品評価が友だちとの関係づくりにつながることから、
仕上げには個別のこだわりを視野に入れている。従って一人一人に適したアドバイスを施
しながら、完成へと導いている。子ども同士が作品を見せ合い、自己評価，他己評価をす
る時、わざとその場に入ってこない子に対しても、その子の心が仲間と同じ方向を向いて
いることを確かめながら無理強いをしない。  
 子どもは学び育つ存在である。身近な環境で、同じ小学校の友達がいて、奔放に自己表
現が発揮できる。又、親同士も知り合えている。そんな安心感が基盤となっている。  
  
2.3.子どもの参加を視野に入れた取り組み 
 ９月末に行われる文化部発表会は、「子どもの参加を視野に入れた取り組み」に自然な
流れで移行した。 
 子どもを中心とした「囲碁・将棋体験コーナー」に加え、「絵画・造形体験コーナー」の
設置に伴い、役員側から行政職員に予算請求を行うと、「公民館の費用で行いますので、領
収書を持って来てください」と協力体制を見せた。そして、「体験内容は秋にちなんだテー
マでＮ講師にお任せする」との話し合いの後、Ｎ講師は、「大人も一緒に参加してもいいで
すよね」と打ち出した。そこで筆者は、「その案はいいですね。出来上がった作品を公民館
の廊下の壁に掲示してはどうですか」と提案した。そのイメージを共有することにより、
役員間の表情から快諾と受けとめた。公民館職員がすぐに了解したので、この案も成立し
た。作品が展示されることで、公民館を利用する地域住民へ、子どもを巻き込んだ新規取
り組みの様子が発信される。公民館を小学生の親子が利用している証となる。  
 子ども用押しくじの購入については、年配者から、「今まであった店が閉まっている」と
の発言に、「ネット注文はどうですか」との声が上がった。早速スマホを検索し始めた役員
がいた。「私はこの業者の会員になっているから、翌日配達が出来ますよ」とのやり取りが
あり、この件もまとまった。こうして参加者の中で、得意な分野を活かし、アイデアが一
歩一歩漸進していく過程がみられた。  
 伊藤は、「第３の居場所」（サードブレイス）について、「大人も子ども３つの居場所が必
要」と語っている（８）。その第１は家庭、第２は子どもなら学校、大人なら職場、第３は
家庭、学校、職場以外で個人が解放され、くつろげる場所すなわち地域である。子どもた
ちが、人々の支えをうけながら多様な経験を経て、将来自立する力を育む拠点としての役
割が地域に期待されている。  
かつての子ども達は、学校や家庭以外でも地域で年齢差を越えて集まり、一緒に遊んだ
り、先輩から指導を受けたりしながら「生きる力」を育んできた。 
「第３の場所」という新しい取り組みから得られた有効策や知見を、将来的には地域の公
民館を拠点として、地域の発展のために繁栄されていくことが求められている。寄って地
域での活動には意味深いものがある。  
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サークルに行政が関わり、地域住民が主体であることが保障され、安心して参加できる。
そこで生まれる対話は「子どもを含めた地域活性化の視点」に立つことが相応しい。 
 
３.地域活性化の視点に立つ新たな対話的実践 
3.1 多世代交流を目指すＫ地区のイベント開催 
Ｋ地区まちづくり委員会は、９つの専門部（9）で構成されている。そのうちの中心的な
役割を担う、まちづくり部の事業として、①景観形成に関する事業（公園周辺の除草管理）、
②地域イベントの開催、③各種事業及び専門部事業支援の３点がある。その内②の事業は、
対象者を限定して招待する「敬老会」と、すべての地域住民が参加できる「フラワーフェ
スティバル」（10）と呼ばれるイベントである。この企画こそ地域住民が、家族、親戚、近
所の人、友人、知人などを誘い、多世代の人々が対話を楽しみながら、自然に交流できる
祭りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
写真 2 多世代が集う「フラワーフェスティバル」  
 
そのイベントにおける文化部の役割は、「うどん屋」であり、文化部の代表者が結集し、
調理したものを来場者に安価で提供している。中高年の団結力で販売してきたが、昨年初
めて「にじいろ」の保護者代表として、お父さんの参加があった。イベント終了後の反省
会の場で部長が、「あの人（お父さんの参加）助かったわ。来年も来てほしいと伝えておい
て」と労った。地域活性化の視点に立つ貴重な一言は、対話のカギを握り、多世代交流を
目指す地域の願いを反映する。  
 
3.2 三位一体の対話的実践 
 こうして公民館サークル活動に小学生の絵画・造形サークル「にじいろ」が 2017 年度
から参入した。その年に行われたまちづくり委員会の一大イベント「フラワーフェスティ
バル」では、「にじいろ」の会員である小学生の保護者が、文化部担当の「うどん屋」の一
員となり、サークル活動の代表者としての役割を果たした。  
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2018 年の文化部発表会は、初めての企画として、子どもや保護者の参加を見込んだ囲
碁・将棋体験コーナー、絵画造形サークルの体験コーナーが新設されることになった。  
前述してきたこの一連の流れは、佐藤学の他者との対話（仲間づくり・社会的実践）、
対象世界との対話（世界づくり・文化的実践）、自己との対話（自分づくり・実存的実践）
の「学びの対話的実践」（11）のグランドデザインに接近していると言えよう。対話の対象
者に対して、地域の活性化を願う共通の意識が働いている。  
筆者は、文化部の部長であるＨ氏を通し、「古いしきたりより改革を好む」という生き
方にヒントを得た。転勤を繰り返し、新しい土地に溶け込む好奇心と要領は、終の棲家に
選んだＫ地区でも発揮された。まずは、「自分の生まれた地域で従来からの慣習に従って暮
らす住民」と仲良くなり、「一緒に地域での生活を楽しむ」ことから始める。やがては仲間
と意識を共有し、対話を通じて地域住民のためになる新しい取り組みにも挑戦している。 
他者との対話において、新たな世界作りを醸成し、自己との対話を通して、再び他者と
の対話を試みる。周りとの距離がだんだん縮まり、また新たな世界が繰り広げられる。Ｈ
氏の生き方を物語っている。新しい自己との出会いと対話が、新しい他者との対話により
響き合って、新たな世界が生まれる。公民館サークル活動の流れも三位一体の対話的実践
に呼応するものがある。 
 
3.3 多世代交流をめざして 
 公民館では９つの専門部が、それぞれの専門性を発揮して、地域住民と接点を持ってい
る。例えば、文化部の囲碁・将棋サークルは、夏休みに中学生の囲碁クラブの生徒と対局
をし、青年育成部は小学校に出向き、バケツでの稲作体験、サツマイモ、ダイコン作りな
どの体験授業を行っている。農芸部は、近隣の幼稚園で野菜づくりを手伝っている。また、
幼稚園教諭が園児や保護者を引率し、調理室のある公民館を利用して、「親子クッキング教
室」「煎茶教室」を行っている。民生部は、公民館において、就学前の子どもと保護者の子
育て支援事業「すくすく広場」を開催、「クリスマス会」は近隣の幼稚園に会場を移し幼稚
園児と合同で実施している。こうして、地域と幼稚園、学校とが人材と資源を有効活用し、
タイアップしながら子どもたちを育んでいる。 
そして「フラワーフェスティバル」などのイベントにおいては、場を共有しながら乳幼 
児から高齢者までのつながりが、自然体で行われている。  
 このように公民館活動のまちづくり委員会におけるネットワークを通して、対話を重ね
ることで、多世代が交流できる場を増やしていくことが期待される。  
 
４.まとめ 
公民館が自治意識の醸成の場として活かされ、その活動拠点となっていることは言うま
でもない。本稿では、公民館活動を通して、対話を通じた地域交流のあり方に焦点を当て、
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多世代交流をめざした取り組みを探求してきた。その過程においての気付きを、３点にま
とめる。 
第一に、Ｋ地区では、地域社会における実情に応じた協働の仕組みが「まちづくり委員
会」として組織化されており、それに基づき、各専門部が地域の子どもたちに「地域の伝
承文化、自然環境体験学習、異世代交流」などを通し、「生きる力」を育んでいる。その活
動報告は、公民館の玄関に写真入りで掲示されているので、多くの地域住民の目に入る。
その活動から接点を見つけ、つながりの糸口を発見することにより、公民館活動を通して、
未就学児、保育所、幼稚園、小学校、中学校をつなぐコミュニティが醸成されるのではな
いか。それには幅広い価値観や専門性を持つ大人達の“対話的実践”が要となる。 
第二は、対話をつなぐ分散型リーダーシップの必要性である。各リーダーは、自分の足
りない能力を他者の助けを借りて補うことができ、双方が成長する相互支援の良さがある。 
本稿で鍵となっているのは、「学びの対話的実践」（12）である。「三位一体の対話的実践」
を理解し、地域活性化の目標に向けて、互いに切磋琢磨できるリーダー間の仲間関係が重
要視される。やがては、共有型リーダーシップ（13）の存在が、チームとしての力量の向上
につながる。 
第三は、行政との関係づくりである。住民は主体性を持ち、自らの意思に従って地域運
営が出来るよう、情勢の把握と十分な知識を共有し、「市民が主役の“協働”によるまちづ
くり」を目指すことが期待される。 
今後も、公民館活動を通じた地域の活性化を目指し、各専門部の対話を密にした、つな
がりのある新たな取り組みを構築していく事が望まれる。多世代が自然に交流できる機会
を意図的に増やしていきたい。 
 
【付記】本稿は、JSPS 科研費 17KO4663「幼保小中接続の相補的アカウンタビリティシ
ステムの開発をめざす教育福祉行政の研究」（研究代表・藤岡恭子）の研究成果の一部
である。 
 
注 
（1）平塚市社会教育委員会議『これからの公民館のあり方について』～地域の特性を
生かした公民館活動～(提言)、2006、2007 年度、1 頁。 
（2）藤岡恭子「地域が学校にどうかかわっているか－アメリカの事例－」地域の教育
力ネットワーク構築事業（学校や地域で子どもの学びを応援する人たちの交流会）北
ブロック交流会、2018 年 1 月 31 日配布資料。 
（3）佐藤学『専門家として教師を育てる－教師教育改革のグランドデザイン』岩波書
店、2015 年、103-104 頁。 
（4）暉峻淑子『対話する社会へ』岩波新書、2017 年、121 頁。                 
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（5）藤岡恭子 前掲。 
（6) 佐藤学  前掲。           
（7）佐藤学  前掲、105-106 頁。 
（8）伊藤嘉余子『保育の友』全国社会福祉協議会、2017 年、8 月号、33 頁。 
（9）まちづくり委員会は以下の 9 つの専門部により構成されている。  
〔まちづくり部、文化部、体振部、民生部、農芸部、青少年育成部、防犯安全部、 
 消防分団、広報部〕 
（10）フラワーフェスティバルは、「農芸祭」を前身とし、2002 年 5 月のまちづくり委
員会において、「第１回目を 2002 年 11 月 24 日に実施する」と決定した。以降現
在も続いている。 
（11）佐藤学  前掲。  
 （12）佐藤学  前掲。 
 （13）藤岡恭子 前掲。 
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